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■要旨 
 本研究の目的は、盲学校における教師たちの実践の意味を捉えることにある。 
 本研究の構成は以下のようになる。まず、第1章では本研究の立場について述べる。いわゆる障害児の教
育の場をめぐる分離・統合論争をレビューし、本研究の立ち位置を明らかにする。この作業は障害児教育
という論争的な領域をあつかうに当たって不可欠な作業であると考える。 
第2章では本研究の先行研究について全体的なレビューを行う。具体的には日本における教育者か医学的な
障害研究をレビューした後に障害学、とりわけイギリス障害学の界隈で蓄積されてきた障害児に関わる教
育現象についての研究をレビューする。日本での社会学的な障害児教育研究はまだまだ手薄であるが、イ
ギリスの障害学や教育社会学では障害児教育に関わる業績が1980年代から蓄積されてきており、充実して
いる。それらをレビューし、本研究の方向性を見定める。 
 第3章と第4章では盲学校の起源をたどり、戦後の盲学校の歩みを跡づける作業を行う。そこで明らかに
されるのは盲学校という制度がさまざまな状況のなかでどのように一つの制度として生き残ってきたのか
と言うことである。教育制度としてではなく福祉的な制度として展開してきた戦前の状況を辿り、戦後に
生じる二つの危機についてその概要を述べる。 
 第5章、6章、7章は、東北地方に所在する一つの盲学校（これをＶ盲学校と称する）でのフィールドワー
クからの報告である。そこでは主に生徒の進路に関わるさまざまな事柄にフォーカスを当てた。第5章では
Ｖ盲学校に90年代に勤務していた2人の教師のライフヒストリーを報告する。この教師たちが担任する生徒
たちはそのほとんどが盲学校内部の職業教育課程に出はなく外部の進路を希望していた。そうした状況が
この教師たちにとってどのような経験であったのか、このことを明らかにする。 
 続く第6章では2005年時点のＶ盲学校に焦点をあてる。主に4人の教師たちへのインタビューデータを用
いながら、教師たちが盲学校生徒をどのようにカテゴリー化し、盲学校をどのような場所として定義して
いるのかを考察する。それにより、盲学校に対する状況定義や生徒のカテゴリー化が生徒の進路形成にど
のような影響を与えているのかを分析する。 
 第7章では盲学校でのキャリア教育の実践に注目する。キャリア教育が実現するまでの敬意、キャリア教
育を実践しようとする教師たちの動機などを考察する。そこから、盲学校生徒に対する独得の認識が当該
のキャリア教育実践の前提にあることや、一般的なキャリア教育とは異なる独自の意味づけがなされてい
たことを報告する。 
 そして、最後に全体を振り返ることで盲学校教師の実践が盲学校制度をどのように支え存続させている
のかについて考察する。 
 
 

